シンポジウムー私たちは何をしなければならないかー
「神奈川の子どもの貧困問題を考える」
　今、ご承知のように貧困問題が大きな社会問題になっています。病気やケガをしても医療を受けられない子ども、学校の給食費が払えないために不登校になる子ども、経済的理由で高校進学や学業を途中であきらめる子どもなど「子どもの貧困」が広がっています。しかも貧困家庭の多くの子どもは、貧困から脱出できないともいわれています。

　神奈川県の子どもたちの成長に関係する指標は、児童虐待、不登校、健康状態、進学状況など大変遅れた結果がでていますが、その実態は必ずしも県民に知られていません。

　神奈川で育つ子どもたちの貧困の実態を明らかにし、私たちは何をすべきかについて皆さんとご一緒に考えるためにシンポジウムを開催します。

	と　き　2010年1月16日（土）午後1時30分～4時30分
ところ　横浜市健康福祉センター８Ｆ大会議室

（JR京浜東北線、市営地下鉄桜木町駅前・徒歩３分）

講　演　子どもの貧困をどう考えるかー私たちは何をしなければならないかー（仮題）
講　師　山野良一氏（県立児童相談所・児童福祉司）
シンポジスト　学校、医療、地域など現場の方々を予定
コーディネーター　阿部健司氏（横浜市社会保障推進協議会事務局長）
資料代　500円


主催　子どもの貧困問題プロジェクト

問合せ先　・NPOかながわ総研(特定非営利活動法人かながわ総合政策研究センター)
　　　　　　横浜市中区翁町2-7第２不二ビル　ＴＥＬ　045-662-9839

　　　　　　メールアドレス　npo-soken@blue.ocn.ne.jp
　　　　　・神奈川県教育運動連絡センター　

